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Richmond, CA)に移した後,このカラムを0.5 M NaClを含む0.1MTris-HCl buffer pH
8.0で満たし室温で2時間放置し過剰の活性基のブロッキングを行った｡その後0.5M







































20mU/mlの濃度のGreen Coffee Beans α-ガラクトシダーゼ(Sigma), Jack Beans
β-ガラクトシダーゼ(Sigma)溶液と内因性の蛋白分解酵素による抗原性の変化を除くため
1･O LLg/miのaprotinin, 0･5mg/miのEDTA-Na2, 10 LL g/miの1uepeptin, 1.0mg/mlの
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強アルカリ下に1･6-anhydro-β-D一galactopyranoseの2 ､ 3 ､ 4位をベンジル化､トリ


















d, galactose α (1,3)galactoseの合成(scheme 3)
ナトリウムメトキシドにより室温1′時間でgalactoseの6位を脱パラニトロベンゾイル
化､エタノール溶液内でパラジウムカーボンにより2日間で脱ベンジル化､トリフルオロ













塩水(PBS)で0.2mM, 2mM, 20mM, 200mM溶液に調製した｡また､対照として同濃度/








各wellを0･05%tween-20 PBSで5回洗浄した後､二次抗体(ALP conJ･ugated anti
human lgM, IgG､ DAKO)を1000倍希釈し各wellに100〟 1ずつ加え室温で1時間放置
した｡各wellを0･05%tween-20 1PBSで5回洗浄した後､発色剤(p-nitro-phenyl













トリウムメトキシドにより2時間で2､ 3､ 4､ 6位の脱アセチル化を行ない､酵素反応
基質(刀-nitrophenyトα -D-galactoside)を得た｡
b, α-ガラクトシダーゼによる酵素反応(scheme5)
0･03Mリン酸ナトリウム緩衝液(pH 6.5) 100mlに酵素反応基質10g, α-ガラクトシダー
ゼ(From green coffee beans, Suspension in 3.2M (NH4)2SO4 SOlution, pH6.0,
containingBSA, SIGMA) 25Uを加え40℃で約4日間反応させた｡反応終了後には､ ㍗







で0･02mM, 0･2mM, 2mM, 20mM, 100mM溶液に調整した｡ PNP-Galの溶解度が低い
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由血syl d,Qn｡r q金星　　galactoseを原料とし､ glycosyl dono, (1,2;5,6-di-01
isopropylidene-galactofuranose)を合成した｡
scheme 3





















れなかったのに対し､ PNP-Galでは1mMで77%､ 10mMで83.4%､ αGalでは1mMで
81.9%､ 10mMで88.3%と良好な抑制効果が認められた｡
23
scheme 1 glycosyl accepterの合成
H嘩#e

























































































TOUR ： Tohoku University Repository 
コメント・シート 
 
本報告書収録の学術雑誌等発表論文は本ファイルに登録しておりません。なお、このうち東北大学
在籍の研究者の論文で、かつ、出版社等から著作権の許諾が得られた論文は、個別に TOURに登録
しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TOUR 
http://ir.library.tohoku.ac.jp/ 
 
